
学年

4年

① ⇒

② ⇒

③ ⇒

1 2 3 4

◎ ○

機械システム
工学

情報通信シス
テム工学

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） 0

主体的・継続的学修意欲 0

0

目標との関連

授業概要、
方針、履修
上の注意

ペアワーク・グループ学習を中心に、ドイツ（語圏）の文化・ドイツ語の勉強を進める。

教科書・
教材

「アクティブに使うドイツ語」　三修社　\2700

50応用力（実践・専門・融合） ①②③ 40 10

メディア情報
工学

生物資源
工学

A-1,C-

1,C-5

基礎的理解 ①②③ 40 10

総合評価 セルフチェックレポート
その他（演習課題・
発表・実技・成果物

等）

50

100評価項目 50 50 0

定期試験 小テスト

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

総合評価 中間試験25％。期末試験25％、小テストなどの課題50％の割合で評価する。

科目目標
達成度と
JABEE目
標との対
応

A-1,B-

3,C-1
C-1,C-4 B-2,B-3

ドイツ語の基本構造を理解する。（機C-5,
情C-1,メC-4,生B-2)

定期試験および講義での小テストで
評価する。

30%

達成度目標の評価方法 目標割合

広い国際的視野と倫理観を備える。（機A-
1,情A-1,メC-1,生B-2)

定期試験および講義での小テストで
評価する。

40%

創造性を備え、自らの考えを表現できるよ
うになる。（機C-1,情B-3,メC-4,生B-3)

30%

科目目標 ドイツ（語圏）の文化・ドイツ語に慣れ親しむ。

全学科 選 履修 1単位 講義 後期

平成25年3月
科目コード 4010

教員名：吉井巧一
作成

技術職員名：

授業形態 授業期間

本科・専攻科
教育目標

JABEEプログラム名称

JABEEプログラム教育目標

科目達成度目標（対応するJABEE教育目標）

科目名 ドイツ語II
英文表記 German II

対象学科／専攻コース 必・選 履修・学修 単位数

定期試験および講義での小テストで
評価する。



週 時間
セルフ
チェッ
ク

1 2
2 2
3 2
4 2
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2

10 2
11 2
12 2
13 2
14 2
15 2

期末 [2]
16 2
17 2
18 2
19 2
20 2
21 2
22 2
23 2
24 2
25 2
26 2
27 2
28 2
29 2
30 2

期末 [2]

###

①
②

③

学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

備考欄

標準的所用時間（試行）

レポート（その週の講義内容に沿った内容についてレポートを課す。） 各２時間×15回
課題発表（テーマに沿った課題について調べ、発表資料を作り発表する。）

各５時間×1回

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）

第11課 休暇

第12課 天気

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

・　この科目はJABEE対応科目である。　その他必要事項は各コースで決める。

期末試験
学習時間合計 実時間 0

まとめ

第6課 食事

第3課 家具・持ち物

後期中間試験

第4課 ショッピングセンターで

第5課 買い物

第9課 スケジュール

第10課 健康・病気

第7課 レストランで

第8課 家族

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

期末試験
オリエンテーション

第2課 余暇・趣味
第1課 紹介-人と知り合う 講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

前期中間試験（行事予定で週変更可）

授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容
自学自習
（予習・復
習）内容

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。

講義後に復習として小テストおよび予習として宿題を課す。


